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本書は,神戸市教育委員会が,圃場整備事

業にともなう神戸市北区淡河町淡河の埋蔵文

化財発掘調査 を実施 したうち国庫補助事業に

関する概要である。調査費用100万円のうち ,

国庫補助金50万円,県補助金25万円の補助 を

受けて調査 を実施 した。

調査は,神戸市教育委員会文化課学芸員宮

本郁雄 を現場主任 として,昭和51年 12月 12日

より12月 25日 まで実施 した。調査にあたって

は大阪城天守閣主任学芸員渡辺武氏,兵庫県

立兵庫高等学校教論北垣線一郎氏の協力を得

た。また作業は地元の人々のお世話になった。

図面の整理は神戸大学工学部建築学専攻の

大学院生および学生があたり,本書の作成は

宮本が担当した。

発掘調査参加者

多淵敏樹・下田 勉・喜谷美宣・奥田哲通

宮本郁雄・浅岡俊夫・中村善則・丸山 潔

田端和仁 。角谷政美・谷 邦子 。大西久樹

沼回公男・渕上 崇・名幸潤―・野網早男
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図 1 淡河城跡および局辺の城跡
Aは淡河城跡 Bは萩原城跡 Cは天正寺城跡



I 位置 と環境

淡 剤 城 跡 発 掘 調 査 概 要

所在地 神戸市北区淡河町淡河

淡河町はまわ りを山に囲 まれた,東西約 4キ ロメー トル,南北約

600メ ー トルの小盆地 を形成 し,中央部に淡河川が蛇行 し,志染川

か ら美嚢川 ,そ して加古川へ とそそいでいる。

現在県道三田一三木線の幹線道路が通 っているが,近世 も湯乃山

街道 として,伊丹～有馬～三木～姫路の裏西国街道 として栄 えてい

る。当時 ,淡河には本陣があ り,参勤交代 の途 中有 馬で湯治 し淡

河の本陣に立寄 っている。 また現在 ,淡河町 か ら北へ は美嚢郡吉

川町へ また南へは山田町への道があ り,古 くか ら交通の要衝 として

開けていた。

淡河町には,淡河城 をはじめ,北側に天正寺城があ り,東約 1キ

ロメー トルの所に萩原城があり,小 さい淡河盆地に城がかたまって

いたことか らみても,重要 な地点であったことが うかがえる。

淡河城 は丹生・帝釈山系の北麓にあり,台地が淡河町に舌状 に突

出 した所に位置 している。淡河城の東・西・北側 は比高差30メ ー ト

ル もある崖の堅城であるが,南側は台地が張 り出 した部分 とつなが

っている。 こ|か ら淡河盆地は一望の もとに見おろすことができる。

この台地は現在田畑になってお り,城の形状 を残 しているのは台地

北東隅の本丸跡のみである。

淡河城跡は,北東隅50メ ー トル四方が濠 に口 まれた本丸跡 と,東

西約250メ ー トル,南北約350メ ー トルの範囲の城域 と推定されてい

る。

本九跡 を除 く台地全面 と,台地下西側の一部の田地が,昭和51年

度 に神戸市の単年度計画で,ほ場整備事業が施行 されるにあた り,

事前に神戸市農政局 と協議 した結果 ,城跡の範囲 を確認調査するこ

とになった。



2.調査の概要 調査対象地にあたる西側や南側の一部 は神戸市農政局が,淡河城

跡発掘調査団に委託 して調査が進め られているため,今回は,城域

の南限および東限 と平坦面の一部 を調査することにした。(図 ・ 2)

調査 はまず,東限 を調べるため,巾 2メ ー トルで,長 さ30メ ー ト

ルのAト レンチを設定 した。(図 ・ 3)ト レンチ断面の 1。 2層 は田

の耕土および床土で 3層 に中世 から近世 にかけての陶磁器 を含む層

が見 られた。 またA-3ト レンチは,東側の地山が約20セ ンチメー

トル程高 くなっていたが,遺構 は発見されず,淡河城当時の構築物

があったのかは不明である。 またその他の遺構 は何 も検出されなか

った。

続いてBト レンチを,中 2メ ー トルで,長 さ30メ ー トルを設定し

た。(図・ 4)Bト レンチの断面もAト レンチと同じく,第 3層 中に
,

中世から近世にかけての陶磁器を多く含んでいる。また第 4層 中に

も,須恵器を若千含んでいた。この トレンチも地山まで掘 り下げた

が遺構は検出されなかった。

つぎにCト レンチを1メ ー トル巾で,30メ ー トルの長さを設定し

掘削した。(図 ・ 5)掘削の結果,断面の層位については,他の トレ

ンチとほぼ同じ層が見られた。第 3層 は,こ の台地全体に見られる

層で,お そらく,淡河城廃城後,新田開発の時の整地層 と考えられ

る。C-3ト レンチにかなり厚 く炭や焼土を含む層が 5メ ー トルの

中で見られた。これは淡河城の南限で/1BI跡等の構築物があり,秀吉

勢によって焼き払われたのではないかと推定 し, トレンチの両側10

メー トルの所にそれぞれ 1メ ー トル×10メ ー トルの トレンチを設定

した。しかし,C-4ト レンチ,C-5ト レンチからは,4BI跡等の

遺構は発見されなかった。このことから,焼土は,C-3ト レンチ

を中心 とする単独の遺構 と考え拡張することにした。その結果,焼

土は方形プランになり,住居址の可能性が非常に強 くなった。精査

の結果,一辺が南北約 6.5メ ー トル,東西約 6メ ー トルのややいび

つな隅丸方形住居址を検出した。住居址の直上から青磁片等が出土

したため,淡河城築城前の中世頃の住居址ではないかとの推定で掘

り始めた。

住居址は,各四辺に約 1メ ー トルのべ、ッド状遺構が見られ,周囲

外壁とべ ンヽド状遺構の一段下った所に濤が検出され,規模・形状等

から播磨地方によく見られる弥生時代の住居址の可能性が強 くなっ

てきた。また住居址の南寄 りに落ち込みがあり,住居址が乱れてい

るが,底 より土器片が出土 し攪乱でないことがわかったが,こ の落
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ち込みの性格は不明である。 また,各四隅に柱穴が検出されたが
,

住居址のまわ りは,す でにかなり削 られていると思われ垂木の痕跡

は確認 されなかった。

住居址内か らの出土遺物 はほとんどないが,土器片数′点が出上 し

た。 この土器の特徴か ら弥生時代最終末期か ら古墳時代初頭の時期

の住居址 という結論 を得た。

また,台地の西側や北側 に石垣が部分的に残 っているが,鑑定の

結果 ,こ れ も新田開発の時に積 まれた石垣 と考 えられた。

今回の調査から淡河城跡 にかかわる遺構 は確認 されず,結局南限

をつかむことはできなかった。 これ らか ら淡河城 は,本九跡 を中心

としたごく一部の施設 を構築するくらいで,こ の台地全体が城域で

はないと考 えられる。
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図 2 淡河城跡 トレンチ配置図
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図 3 Aト レンチ平面図および断面層位図

第 1層  黒色土

第 2層  黄褐色土

第 3層  灰褐色粘質土

第 4層 責黄灰色粘質土

第 5層  赤黄褐色粘質土
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第 1層  黒色土

第 2層  黄褐色土

第 3層  灰褐色粘質土

第 4層 黄黄灰色粘質土

第 5層 赤黄褐色粘質土

図 4 Bト レンチ平面図および断面層位図



百 目 営 口 J
第 1層  黒色土

第 2層  責褐色土

第 3層  灰褐色粘質土

第 4層 黄黄灰色粘質土

図 5 Cト レンチ平面図および断面層位図

第 5層

第 6層

第 7層
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赤黄褐色粘質土

黒褐色粘質土

暗灰裾色土
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図 6 Cト レンチ竪穴住居址実測図
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(I)淡河城跡遠景 (南 から)

(2)淡河城跡遠景 (北 か ら)
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淡河城本丸跡 (西 から)

淡河城跡発掘予定地 (西 から)
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(5)Aト レンチ (東 から)

(6)Bト レンチ (西南から)
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(7)Cト レンチ (南 から)

(8)淡河城下層・竪穴住居址 (西 から)
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(9)淡河城下層・竪穴住居址 (東 から)
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